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１．著書
17．『［第3版］これならわかる金融経済～グロー
バル時代の日本経済入門～』（単著，大月書店，2013
年9月 全281頁）
16．『国債がわかる本～政府保証の国債ビジネス
と債務危機～』（単著，大月書店，2013年5月，全157
頁）
15．『99％のための経済学入門～マネーがわかれ
ば，社会が見える～』（単著，大月書店，2012年9月，
全206頁）
14．中央大学企業研究所研究叢書32『岐路に立つ
日本経済・日本企業』（共著，中央大学出版会 2012
年3月）（「第3章 金融のグローバル化と経済社会
の変化」53-78頁，を担当執筆）
13．『経済学の知識から将来を読む』（共編著，ヴェ
リタス書房 2008年4月）（「第5章 現代の金融・
証券システムと金融政策」95-112頁，「第6章 現代
の財政システムと国債の累積」123-147頁，を担当執
筆））
12．高崎経済大学付属産業研究所編『サスティナ
ブル社会とアメニティ』（共著，日本経済評論社
2008年3月）「第1章 持続型社会への金融アプ
ローチ」16-39頁，を担当執筆」
11．日本租税理論学会編『租税理論研究叢書17
消費税増税なしでの財政健全化』（共著，法律文化社，
2007年11月）「4 現代日本の国債管理と増大する
リスク」38-52頁，を担当執筆」，「11 シンポジウム
消費税増税なしでの財政健全化，3公債金収入の改
革（2）公債等の見直し，171-174頁，を担当執筆」）
10．『［第2版］これならわかる金融経済～グロー
バル時代の日本経済入門～』（単著，大月書店，2005
年12月，全260頁）
9．『現代経済システム論』（共著，日本経済評論
社 2005年2月）（「第7章 金融のグローバル化と
日本版ビッグバン」114-130頁，を担当執筆）
8．中央大学企業研究所研究叢書23『グローバリ
ゼーションと多国籍企業』（共著，中央大学出版部，
2003年10月）（「第3章 経済のグローバル化と投
資銀行業の多国籍的展開」49-77頁，を担当 執筆）
7．『これならわかる金融経済～グローバル時代
の日本経済入門～』（単著，大月書店，2000年10月，
全222頁）
6．『現代日本の経済論』（共編著，日本経済評論
社，1997年8月）（「第2章 情報化・金融化時代の
現代日本経済」18-34頁，「第8章 規制緩和とハイ
リスク社会の時代へ」120-136頁，「第10章 国際化
時代の対外経済関係」152-166頁，を担当執筆）
5．『現代経済システムの位相と展開』（共著，大
月書店，1994年10月）（「第2篇第3章 変貌する日
本の財政・金融システム」を担当執筆，157-170頁）
4．『金融自由化の経済学』（単著，大月書店，1993
年1月，全245頁）
3．『金融大国日本の構造』（単著，みずち書房
1991年7月，全199頁）
2．『国債管理の構造分析～国庫の資金繰りと金
融・証券市場～』（単著，日本経済評論社 1990年11
月，全231頁）商学博士学位論文。
1．『リクルートの政治経済学（科学全書32巻）』
（共編著，大月書店，1989年12月）（「第II部 カ
ネ余りのなかのリクルート事件」を担当執筆，135
-218頁）
２．論文
150．経済社会の構造変化と経済教育
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』
第64巻，33-47頁，2015年3月
149．暴走するアベノミクス ～脅かされる生存権
と平和～
『税経新報』No.625，3-10頁，2014年9月
148．消費者行政の転換と消費者の自立（前田裕貴
との共著）
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』
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第63巻，43-54頁，2014年3月
147．アベノミクストと経済社会の激動 ～この国
の未来をどう描くのか～
『税経新報』No.614，4-12頁，2013年9月
146．「異次元金融緩和」政策のリスク ～国債ビジ
ネスの恩恵と「1億総債務者」化～
『経済』No.214，26-37頁，2013年7月
145．カジノ型金融資本主義の破綻と塗り変わる世
界経済地図 ～主権者を育てるための経済教
育と経済分析によせて～
『全国商業教育研究協議会年報2012』通巻72
号，11-21頁，2013年3月
144．グローバル化する政府債務の危機 ～国債ビ
ジネスの繁栄と国民生活の貧困～
『経済』No.211，118-134頁，2013年4月
143．現代資本主義と政府相手の金融ビジネス
『商学論纂』（中央大学）第54巻第3・4合併
号，207-226頁，2012年12月
142．国債の累積と超金融緩和政策 ～日銀信用に
支えられた国債バブル市場の構造～
『高崎経済大学論集』第54巻第4号，35-47
頁，2012年3月
141．日本の消費者教育の歴史と課題（前田裕貴と
の共著）
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』
第61巻，65-77頁，2012年3月
140．日本経済―温故知新
『税経新報』No.597，3-10頁，2012年2月
139．増税と国民負担のない復興財源
『税経新報』No.593，4-12頁，2011年10月
138．世界金融危機と金融改革
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』
第60巻，79-91頁，2011年3月
137．激動する世界経済と東アジア経済圏
中央大学企業研究所『企業研究』第18号・101-
115頁，2011年3月
136．経済の軍事化と軍産複合体 ～脅かされる暮
らしと憲法～
『税経新報』No.581，9-16頁，2010年9月
135．「貧困・格差大国」日本の現状と課題
～OECD30ヵ国中ワースト4の貧困率～
『税経新報』No.576，13-20頁，2010年4月
134．東アジア経済共同体と日中経済関係（王雪初
との共著）
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』
第59巻，41-57頁，2010年3月
133．経済のグローバル化と中高生の経済教育
経済教育学会『経済教育』No.28，150-159頁，
2009年9月
132．成長と福祉を両立した循環型経済 ～世界恐
慌と日本の選択―その2―～
『税経新報』No.570，5-12頁，2009年9月
131．「100年に1度」の世界恐慌と日本経済 ～世
界恐慌と日本の選択―その1―～
『税経新報』No.569，3-9頁，2009年8月
130．激変する世界経済と21世紀の日中経済関係
（王雪初との共著）
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』
第58巻，25-38頁，2009年3月
129．財政赤字と累積国債の経済学
『税経新報』No.562，32-39頁，2009年1月
128．ウォール街の金融危機と世界大不況
『税経新報』No.561，3-10頁，2008年12月
127．消費者環境の変化と学校における金融教育
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』
第57巻 43-60頁，2008年3月
126．経済社会の変化と金融経済教育の課題
経済教育学会『経済教育』No.26，63-68頁，
2007年12月
125．経済環境の変化と金融経済教育の展開
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』
第56巻，83-102頁，2007年3月
124．現代経済システムと国債の累積
経済理論学会『季刊・経済理論』第43巻第3
号，5-14頁，2006年10月
123．経済社会の変化と学校における消費者教育
（一ノ瀬藤昭との共著）
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』
第55巻，87-104頁，2006年3月
122．現代日本経済と膨張する日銀信用 ～不況対
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策・決算対策・株価対策～
『商学論纂』第46巻第4号，183-217頁，2005
年5月
121．郵政民営化の政治経済学
『金融労働調査時報』No.651，3頁，2004年
12月
120．日銀信用に依存した国債市場と増大するリス
ク ～国債に抱えられた現代日本経済の構造
と動態～
中央大学企業研究所『企業研究』第5号（通
巻第27号），99-136頁，2004年10月
119．歴史的な転換期にある経済 ～いまどんな時
代？～
『群馬評論』99号，94-97頁，2004年7月
118．一体マネーはどこに消えた ～冷え込みつづ
く経済と空洞化する金融市場～
『群馬評論』98号，88-91頁，2004年4月
117．経済のグローバル化と日本の経済社会の変動
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』
第53巻，153-170頁，2004年3月
116．国債の消化機関化する日本銀行 ～いつかき
た道～
『群馬評論』97号，82-86頁，2004年1月
115．現代日本の経済社会と「雇用なき景気回復」
『群馬評論』96号，89-93頁，2003年10月
114．イラク戦争 ～軍拡政府と軍需産業の経済学
～
『群馬評論』95号，86-89頁，2003年7月
113．持続可能な経済と拡大生産者責任
『群馬評論』94号，36-40頁，2003年4月
112．3万8,915円VS 8,578円 ～株式市場はどう
なっている～
『群馬評論』94号，92-95頁，2003年4月
111．経済のグローバル化と世界の金融再編成
『群馬大学教育学部客員 人文・社会科学編』
第52巻，229-248頁，2003年3月
110．グローバリゼーションの罪と罰
『群馬評論』93号，55-59頁，2003年1月
109．はじまったアメリカ経済のバブル崩壊
『群馬評論』92号，98-101頁，2002年10月
108．「総合デフレ対策」の有効性を問う
『群馬評論』91号，97-100頁，2002年7月
107．債務大国日本の現状と未来
『群馬評論』90号，95-99頁，2002年4月
106．日本経済と地域・中小企業活性化の課題
東京中小企業問題研究所『季刊中小企業問題』
No.102，1-11頁，2002年4月
105．アメリカ経済を直撃したテロ
『群馬評論』89号，97-100頁，2002年1月
104．痛みを伴う「改革」とは ～不良債権処理の
国際比較～
『群馬評論』88号，98-101頁，2001年10月
103．不良債権問題A to Z
『学習の友』No.577，46-55頁，2001年9月
102．平成大不況と経済再生のプログラム
『群馬評論』87号，83-86頁，2001年7月
101．経済のグローバル化と金融ビッグバン
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』
第50巻，90-114頁，2001年3月
100．初夢・どうなる21世紀の経済社会
『群馬評論』85号，14-16頁，2000年1月
99．グローバル資本主義の果てになにが見えるか
『群馬評論』79号，44-48頁，1999年7月
98．日本経済の破綻と再生 ～競争から共生と連
帯へ～
『月刊保団連』No.613，72-77頁，1999年4月
97．大不況からの脱出と日本経済再生への展望
東京中小企業問題研究所『季刊中小企業問題』
No.90，1-8頁，1999年4月
96．ウォール街の経済戦略と日米関係
『月刊保団連』No.610，40-45頁，1999年3月
95．巨大マネーの徘徊と世界経済危機の連鎖
『月刊保団連』No.606，42-47頁，1999年2月
94．金融ビックバンと年金市場 ～金融・証券市
場にとっての年金資金の魅力～
『賃金と社会保障』No.1217-1218，24-32頁，
1998年1月
93．ポスト自由化
『群馬評論』73号，16-18頁，1997年10月
92．世紀単位の大転換に直面する現代日本の金融
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経済システム
『中小商工業研究』第53号，106-117頁，1997
年10月
91．国家資金の調達とグローバルマーケット
『季刊 経済と社会』第10号，59-74頁，時
潮社，1997年10月
90．「経済構造改革」と中小企業
東京中小企業問題研究所『季刊中小企業問題』
No.83，1-6頁，1997年7月
89．「証券市場の総合的改革」と日本版ビッグバン
『損保調査時報』Vol.44，No.309，1997年7月
88．経済構造改革と日本版ビッグバン
銀行労働研究会 『調査時報』No.572，1997
年5月
87．年金の積立金はどのように運用されているの
か ～年金の危機とは何か・第二回～
『賃金と社会保障』No.1181，88-97頁，1996
年7月
86．住専問題をめぐる大銀行の罪と罰
『学習の友』No.512，70-77頁，1996年4月
85．わが国の金融システムの特徴と金融自由化の
問題点
（財）協同組合経営研究所『研究月報』No.511，
4-15頁，1996年4月
84．バブル崩壊と不良債権対策 ～銀行救済策と
リスク転嫁の構造～
『八戸大学紀要』第15号，67-86頁，1996年
3月
83．平成不況の深部を探る
『月刊保団連』No.494，6-12頁，1996年2月
82．深刻化する不況と経済対策の罪と罰
『月刊自治労連』Vol.33，1995年12月
81．政府短期証券（FB）の日銀引受と国債発行シ
ステム
『経済学論纂』第36巻4号，73-97頁，1995
年10月
80．いま銀行はどうなっているの？ ～バブル崩
壊後の金融情勢と国民生活～
『学習の友』No.503，1995年7月
79．財政金融政策の発動と「金融システムの救済」
東京中小企業問題研究所『季刊中小企業問題』
No.74，20-23頁，1995年4月
78．マネーウォーズとハイリスク時代の到来
『産業文化研究』第4号，11-15頁，1995年
3月
77．膨張する公信用と財政・金融システム
『中央大学経済研究所年報』第25号（I）号，
135-167頁，1995年3月
76．各国政府の国有資産売却と証券流動化 ～国
庫の資金繰りと国際資本市場との連動関係の
考察～
『八戸大学紀要』第14号，51-71頁，1995年
3月
75．異常円高と産業の空洞化
『月刊保団連』No.470，34-38頁，1995年3月
74．PKO（株価維持策）と公的資金の動員
『月刊保団連』No.468，44-48頁，1995年2月
73．国債残高200兆円の経済学
『月刊保団連』No.466，32-36頁，1995年1月
72．金融規制緩和をどうみるか ～進展する金融
再編成と弱者へのリスク転嫁～
『中小商工業研究』第41号，21-30頁，1994
年10月
71．異常円高はなぜ起きた
『学習の友』No.493，72-75頁，1994年9月
70．経済情勢の特徴と大蔵省「指針」の背景
銀行労働研究会『調査時報』No.541，53-頁，
1994年8月
69．94年度予算と生活者多難時代の到来
『学習の友』No.488，88-93頁，1994年4月
68．銀行の証券業進出の国際比較 ～アメリカ・
ドイツ・日本～
『八戸大学紀要』第13号，113-136頁，1994
年3月
67．不良債権処理と公的資金の導入
銀行労働研究会『調査時報』No.535，18-19頁，
1994年2月
66．94年 ～どうなる日本の経済・世界の経済～
東京中小企業問題研究所『季刊中小企業問題』
No.69，1-6頁，1994年1月
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65．日本型ニューディール政策の実施
『賃金と社会保障』No.1121，22-24頁，1994
年1月
64．「バブル経済」と金融・証券問題
経済理論学会年報『日本資本主義の現代的特
質』第30集，280-282頁，青木書店，1993年
10月
63．金融グローバリゼーションとデレギュレー
ション ～1980年代における多国籍的展開
の問題点～
『八戸大学紀要』第12号，133-157頁，1993
年3月
62．「金融新時代」の到来をどう見るか
銀行労働研究会『調査時報』No.523，3-7頁，
1993年2月
61．バブル崩壊と市場経済
『日本の科学者』VOL.27，No.12，4-9頁，1992
年11月
60．年金積立金はどう使われているか ～年金の
自主運用と株式投資～
『賃金と社会保障』No.1079，4-19頁，1992年
4月
59．海外論調と日本の金融・証券問題
『八戸大学紀要』第11号，98-113頁，1992年
3月
58．日本証券市場の構造的問題点
『行財政研究』第11号，1992年1月
57．“NOMURA”を生み出す金融大国日本の構造
『翻訳の世界』第16巻10号，1991年10月
56．「株式会社ニッポン」の利益共同体
東京中小企業問題研究所『季刊中小企業問題』
No.60，2-7頁，1991年9月
55．「規制緩和」で豊かさは実現できるか
『賃金と社会保障』No.1064，1991年8月
54．金融制度改革と金融大国への道程
銀行労働研究会『調査時報』No.505，13-21頁，
1991年8月
53．国債大量償還とNTT株の発行
金融学会編『金融経済研究』創刊号，121-123
頁，1991年7月
52．銀行の証券参入と国債流通市場の構造変化
『八戸大学紀要』第10号，109-131頁，1991
年3月
51．明治期における政府外債の発行と日銀信用の
膨張
『八戸大学紀要』第9号，195-218頁，1990年
3月
50．国債大量償還と金融・証券市場
東北経済学会『第43回大会研究報告集』1989
年9月
49．円高・産業空洞化のなかの地域経済（加藤一
郎との共著）
『賃金と社会保障』No.979，19-25頁，1988年
2月
48．国債膨張の論理と構造
『証券研究』第80巻，205-221頁，1987年4
月
47．多様化する国債発行方式
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1389，9-17頁，1987年3月
46．国債累積下の税制改革
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1385，10-20頁，1987年2月
45．郵貯自主運用と国債窓販
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1381，13-23頁，1986年12月
44．進展する国債の多様化
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1377，8-20頁，1986年1月
43．急増する企業の金融資産
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1373，9-17頁，1986年10月
42．戦後の国債膨張
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1369，9-21頁，1986年9月
41．大量国債下の政府短期証券
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1365，8-18頁，1986年8月
40．国債発行・流通・償還の今日的特徴
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
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No.1361，13-22頁，1986年7月
39．国債借換政策における二極化傾向
『証券経済』第156号，92-138頁，1986年6
月
38．国債膨張の論理と構造
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1357，11-22頁，1986年6月
37．日銀・政府資金の国債売買操作
『証券経済学会年報』第21号，1-11頁，1986
年5月
36．地方債の償還と借換
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1353，10-23頁，1986年5月
35．国債借換政策と政府資金
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1349，7-19頁，1986年4月
34．国債償還・借換の二極化傾向
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1345，6-16頁，1986年3月
33．短期国債の発行と債券・金融市場
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1341，7-18頁，1986年3月
32．新しい国債償還・借換えシステムの確立
『商品先物市場』第10巻第2号，42-46頁，
1986年2月
31．国債償還・借換の昨日・今日
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1337，7-15頁，1986年2月
30．国債借換操作と金融市場
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1333，6-16頁，1985年12月
29．短期借換債発行と国債借換操作
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1329，10-19頁，1985年11月
28．国債大量償還時代の到来
『商品先物市場』第9巻第10号，10-13頁，
1985年10月
27．国債償還・借換の新局面
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1325，8-20頁，1985年10月
26．国債消化構造の比較分析
『証券経済』第153号，92-138頁，1985年9
月
25．国債償還と減債基金制度
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1321，6-14頁，1985年9月
24．TB市中売却と国庫の資金繰り
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1317，7-18頁，1985年8月
23．日銀オペと資金運用部資金
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1311，13-35頁，1985年7月
22．国債消化政策の変遷
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1307，8-31頁，1985年6月
21．国債売買操作の諸機能
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1300，9-25頁，1985年4月
20．国債発行条件の改定交渉と国債買入操作
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1296，13-24頁，1985年3月
19．わが国の国債売買操作の特徴
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1292，14-25頁，1985年2月
18．変容する国債の引受・消化構造
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1288，15-26頁，1985年1月
17．政府資金と国債売買操作の構造
『証券経済』第153号，34-73頁，1984年12
月
16．国債流通市場の生成・発展と国債売買操作
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1284，10-22頁，1984年12月
15．国債整理基金の国債売買の特徴
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1279，7-17頁，1984年11月
14．国債整理基金特別会計の性格と機能
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1276，7-17頁，1984年10月
13．資金運用部資金の国債売買をめぐって
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（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1272，11-18頁，1984年9月
12．オペレーションの構造と国庫の資金繰り
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1268，11-25頁，1984年8月
11．国債市況と公的資金のオペレーション
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1264，8-17頁，1984年7月
10．資金運用部と国債管理（2）
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1260，6-17頁，1984年6月
9．資金運用部と国債管理（1）
（財）日本証券経済研究所『証研レポート』
No.1256，8-16頁，1984年5月
8．国債発行と公共投資による巨大企業・銀行の
資本蓄積（1965-75）
『中央大大学院研究年報』第11号II，85-96
頁，1982年3月
7．公信用＝公共投資論分析序説
『商学論纂』第23巻第3号，195-211頁，1981
年9月
6．政府金融と中小企業問題
『論究』第12巻第1号，143-155頁，1980年
3月
5．財政投融資と資本輸出
『中央大大学院研究年報』第9号，181-201頁，
1980年3月
4．現代財政問題分析の方法についての覚書
『論究』第11巻第1号，65-76頁，1979年3
月
3．財政投融資と巨大企業の高度蓄積
『商学論纂』第20巻第1号，119-148頁，1978
年5月
2．財政投融資と資本集中
『商学論纂』第19巻第1号，125-158頁，1977
年5月
1．集積・集中と独占形成にかんする準備的考察
『論究』第7巻第1号，131-143頁，1975年
3月
３．その他（辞典・書評・報告書・学会報告他）
辞典・書評
13．（書評）金子貞吉『現代不況の実像とマネー経
済』
『経済』No.220，106-107頁，2014年1月
12．（書評）山家悠紀夫『暮らし視点の経済学』
『経済』No.197，114-115頁，2012年2月
11．変ぼうする現代経済を読み解く ～グローバ
ル化の功罪～
『上毛新聞』（群馬県）2006年1月16日
10．（辞典）会計学中辞典編集委員会編『会計学中
辞典』（小項目の分担執筆，青木書店，2005年
6月）
9．郵貯民営化の底流を読み解く（3）
『全国保険医新聞』2004年10月15日
8．郵貯民営化の底流を読み解く（2）
『全国保険医新聞』2004年10月5日
7．郵貯民営化の底流を読み解く（1）
『全国保険医新聞』2004年9月25日
6．（書評）福光寛『金融排除論』
『経済』No.80，128-129頁，2002年5月
5．（辞典）金融辞典編集委員会編『金融辞典』
（小項目の分担執筆，大月書店，2002年4月）
4．（報告書）群馬県循環型社会づくりビジョン
群馬県 環境生活部環境政策課，2002年3月
3．（書評）「地方分権型公共事業の可能性を探る」
（加藤一郎『公共事業と地方分権』日本経済
評論社）『図書新聞』2391号，1998年5月30
日
2．（書評）「現代日本の金融問題」（山田弘史・野
田正穂編『現代日本の金融』新日本出版社）
『図書新聞』2341号，1997年5月17日
1．書評）バブル経済の成立過程とその崩壊～C・
ウッド『バブル・エコノミー』～
『経済』No.344，1992年11月
学会・研究会報告
19．暴走するアベノミクス ～脅かされる生存権
と平和～
日本科学者会議群馬支部秋季研究セミナー，
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2014年11月
18．塗り変わる世界経済地図と21世紀の日本の
選択
特定非営利活動法人 北関東産官学研究会，
2014年3月
17．経済のグローバル化・情報化・金融化とは何
か ～社会がわかる世界が見える経済教育～
全国商業教育研究協議会 第44回全国商業
教育研究集会，2012年8月
16．営業と生活本位の復興財源の調達
特定非営利活動法人 建設政策研究所，2011
年9月
15．赤字財政とマネーゲーム経済からの脱却（第
15回東京科学シンポジウム）
日本科学者会議東京支部・中央大学多摩キャ
ンパス，2009年11月
14．21世紀型世界金融・経済危機を考える（日中
研究交流公開シンポジウム《金融危機と基軸
通貨》）首都大学東京，2009年3月
13．持続型社会と金融の役割をめぐって
高崎経済大学付属産業研究所，2008年3月
12．経済社会の変化と経済教育の課題
明海大学経済学部，2008年2月
11．現代日本の国債管理と増大するリスク ～公
債等の見直し～
日本租税理論学会第18回大会，静岡市，2006
年12月
10．経済社会の変化と金融経済教育
経済教育学会第22回全国大会，東京都，2006
年11月
9．深刻化する不況と不安定化する金融経済
地学団体研究会第44回理論の学習会，東京
都，1998年11月
8．不安定化した現代日本の金融経済
地学団体研究会第42回理論の学習会，東京
都，1996年11月
7．バブル崩壊と不良債権対策
独占研究会，東京都，1996年5月
6．世界経済における各国政府資産の売却動向
～政府資産の売却と証券流動化をどうみるか
～
中央大学企業研究所「公開チーム研究会」，
1994年11月
5．矛盾深める金融システムとリスク転嫁
日本科学者会議第10回総合学術研究集会，東
京都，1994年11月
4．「バブル経済」と金融・証券問題
経済理論学会第40回大会，東京都，1992年10
月
3．国債大量償還とNTT株の発行
金融学会春季全国大会，東京都，1990年6月
2．国債大量償還と金融・証券市場
東北経済学会，盛岡市，1989年9月
1．国債オペレーションと日銀・政府資金
証券経済学会・関西部会研究報告，大阪市，
1985年2月
講演
28．グローバル時代の日本経済と中小企業
橋本労務管理事務所・群馬事務管理協会，2014
年3月29日
27．アベノミクスのリスクと日本の近未来
群馬革新懇 第28回定期総会，2013年12月
14日
26．激変する世界経済地図と日本の選択
ぎふコラボ友の会第31回総会，2013年11月
17日
25．激変する世界経済の動向と日本のめざす方向
新潟県長岡市小国公民館「成人講座」，2013年
8月10日
24．99％の人たちのための経済学
山田博文さんの話を聞く会・新潟県長岡市小
国地域総合センター，2013年3月31日
23．激変した日本の経済社会と生活改善の展望
第5期山梨県労働学校，2013年2月23日
22．塗り変わる世界経済地図と日本の選択
群馬革新懇 第27回定期総会，2013年1月
27日
21．激変した日本の経済社会と塗り変わる世界経
済地図
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自治労連関東甲越ブロック春闘学習交流集
会，2012年12月23日
20．グローバル化する経済とわたしたち
群馬県立中央中等教育学校，2011年11月
19．グローバル経済とわたしたち
群馬県立伊勢崎高校出前講義，2009年6月
18．暮らしを脅かす世界金融・経済危機
ぐんま住民と自治研究所，2009年5月
17．日本経済の明日を考える
群馬県・（財）群馬県長寿社会づくり財団，
2008年11月
16．グローバル経済を読み解こう
群馬県立伊勢崎清明高校出前講義，2008年6
月
15．グローバル化する経済と日本の経済社会の変
化
群馬県高等学校教育研究会公民部会，2005年
6月
14．現代日本経済と少子高齢化社会
群馬県庁退職者事業会，2005年6月
13．グローバル時代の経済・金融情勢の解明
中央労働金庫労働組合「経営政策フォーラム」
講演，2004年5月
12．「少子高齢社会」の到来と現代日本の財政運営
主催 群馬県・（財）群馬県長寿社会づくり財
団，2003年11月
11．現代日本財政の特徴と課題 ～「債務大国」日
本と累積国債の経済的インパクト～
主催 群馬県・（財）群馬県長寿社会づくり財
団，2002年11月
10．次世代に残す環境を守るための私たちの取組
住みよい群馬を創る協議会 後援 群馬県教
育委員会，2002年2月
9．平成大不況と経済再生のプログラム
群馬県保険医協会第31回定期総会特別講演，
2001年7月
8．深刻化する不況と不安定化する金融経済
第3回群馬県中小商工業交流研究集会講演，
1998年12月
7．規制緩和の背景と本質をどうみるか
中央区春闘労働学校 ～特別講座・規制緩和
と労働者～ 講演，1997年3月
6．経済構造改革と日本版ビッグバン
第15回金融共闘シンポジウム講演，1997年2
月
5．平成不況の原因と経済再建の展望
ひとなる書房 第1回サロン，1996年5月
4．平成不況をどう打開するか ～金融論から見
た社会保障の経済効果～
千葉県歯科保険医協会第22回定期総会記念
講演，1996年5月
3．続発する金融破綻と銀行業のリストラ
ポストバブルの金融情勢を読む 於：仙台銀
行本店9階講堂，1995年10月
2．マネーウォーズとハイリスク時代をどうみる
か ～「金融大国」日本のいまと将来～
八戸大学第10回公開講座，1994年10月
1．激動する経済と「平成大不況」のゆくえ
三沢市立中央公民館市民大学一般教養講座，
1994年6月
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